
釈文の訂正と追加
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こ
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福
島
・荒
井
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田
遺
跡

（多

〓
写
）

１
　
所
在
地
　
　
　
福
島
県
郡
山
市
川
向
、
安
積
町
日
出
山

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
三
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
四
月
―
二
〇
〇

〇
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
郡
山
市
教
育
委
員
会

・
⑪
郡
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
高
日
　
勝

。
中
島
雄

一
・
佐
久
間
正
明

・
工
藤
健
吾

５
　
遺
跡
の
種
類
　
町
跡
及
び
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
後
半
―

一
五
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

荒
井
猫
田
遺
跡
第

一
三
次
調
査
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
九
点
に
つ
い
て
の

み
報
告
し
た
が
、
同
調
査
の
全
資
料
に
つ
い
て
整
理
が
終
了
し
た
の
で
、
未
報

告
分
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。

木
簡
は
、
町
跡
地
区
と
館
Ｂ
を
区
画
す
る
埋
没
河
川
か
ら
四
人
点

命
つ
ち
九

点
が
本
誌
第
二
二
号
で
既
報
生じ
、
埋
没
河
川
南
岸
の
町
跡
地
区
か
ら
確
認
さ
れ

た
井
戸
か
ら

一
点
、
館
Ｂ
の
外
堀
東
側

（外
郭
）
の
井
戸
か
ら

一
点
の
計
五
〇

点
で
あ
る
。
木
簡
の
年
代
は
、
い
の
み
共
伴
し
た
木
製
皿
の
形
な
ど
か
ら

一
四

世
紀
前
半
、
そ
れ
以
外
は
い
ず
れ
も
共
伴
し
た
土
師
質
土
器
な
ど
の
年
代
観
か

ら
多
く
が

一
五
世
紀
に
入
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

町
跡
地
区
井
戸

ω

　

「
＜
南
□

館
Ｂ
外
郭
井
戸

②
　
「（づ
だ
日
如
来

埋
没
河
川

０
　
　
「
（符
篠
と

④
　
　
「
（符
篠
力
こ

（誤
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×
朗
×
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需
Φ

第

一
号

Ｏ
朗
）
×
篤
×
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ａ
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第
二
号

呻
３
×
埓
×
｝
∽　
〓
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第
四
号

］館
×
鶴
×
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試
μ　
第
五
号

Ｏ
馘
）
×
篤
×
ｏ
・∞

自
Φ

第

〓
二
号

（導
ｅ
×
萬
×
μ　
Ｐ
ｏ　
第

一
四
号

（館
Ｃ
×
岳
×
∞
　
９
Φ
　
第

一
五
号

Ｃ
Ｐｏ
）
×
Ｆ
×
ｏ
・∞

９
Φ

第

ニ
ハ
号

（鱗
ｅ
×
お
×
９
∞　
絨
Φ　
第

一
七
号

（】
じ
×
“
×
Ｐ　
ａ
Φ　
第

一
人
号
　
　
１

働

　

「（０
だ
日
如
来
（０
だ
日
如
来
（０
だ
日
如
来
南
無
大

日

×

（お
∪
×
ド
×
Ｐ
釦　
解
Φ　
第
九
号

０

　

「常
大
日
如
来

０

　

「常
大
日
如
来

Ｇ

　

「大
日
如
来

０

　

大
日
如
来

⑩

　

大
日
如
来
」

①
　
（０
だ
日
　
□
」
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日
架

野詳

国
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「□
　
　
口
□
来

□
来
」

一０
だ
日
如
来

嗣
Ｈ
Ｈ国
大
□

一ギ

日
契

大
日
如
来

エギ一０
一
一¢
ビ

大
日
如
来

金
Ｎ
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ｇ
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ｏ
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第

一
九
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命
中卜）
×
Ｆ
Ｘ
ｏ
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ヨ
０

第
一
一〇
号

命
鶴
）
ｘ
（Ｈ
）
×
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０
懇

第
二
一
号

Ｃ
Ｏじ
々
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Ｘ
∞

Ｐ
Ｏ

第
一
一二
号

ぐ
ＯΦ）
×
ふ
×
■
∞

β
Φ

第
二
二
号
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×
８
×
∞　
Ｐ
〕

第
二
四
号

含
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〉
×
ヽ
ｘ
Ｐ
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Ｐ
Φ

第
一
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命
０
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×
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×
牌

息
０

第
二
八
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（く
）
×
協
×
，
∞　
Ｐ
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二
九
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盆
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一囀
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］

寓
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第
三
〇
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５
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ｏ
お
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一
号

ｅ
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ｘ
〓
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〕
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企
０
）
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牌　
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Ｏ
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二
号

Ｇ
ｅ
ｘ
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号
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日

日
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ｘ
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８
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第
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五
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含
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寓
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第
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Ｇ
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ｇ
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§
３
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〓
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ｘ
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∞
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四
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日

日
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⑩

一
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一
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一
⑪

日

一
⑭

一⑮
　

　

　

一
⑮

岬
の

一
ω

一
⑪

・
⑫

娼

中
∽

・⑪
ｆ

一
∽

３

・
⑭

ｌ

・
⑪

ど

・
ω
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一
①
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口

回

日

回

□

な
お
、
本
誌
第
二
二
号
で
報
告
し
た
分
と
、
出
土
木
衝
の
通
し
番
号
の
対
照

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
本
誌
三
二
号
ω
は
第
三
号
、
以
下
②
第
六
号
、
①
第
七

号
い
ω
第

一
〇
号
、
①
第

一
一
号
（
⑥
第

一
二
号
、
⑦
第
二
五
号
、
０
第
二
七

号
、
０
第
人
号
で
あ
る
。

（押
山
雄
一じ

奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『長
屋
王
家

・
二
条
大
路
木
簡
を
読
む
』

（奈
良
一日
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
六
一
冊
）

長
屋
王
家
。
二
条
大
路
木
簡
杓
十
一
万
点
の
出
土
は
日
本
古
代
史
に
大

き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
は
、
そ
の
釈
読

・
解

明
を
速
や
か
に
し
、
か
う
万
全
を
期
せ
ん
が
た
め
に
、
所
外
の
古
代
史
研

究
者
も
交
え
て

「長
屋
王
家
木
簡
検
討
会
」
を
開
い
た
。
こ
の
検
討
会
が
、

長
屋
王
家
●
二
条
大
路
木
簡
研
究
の
強
力
な
推
進
力
と
な
つ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
総
勢
一
六

人
の
研
究
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
切
り
日
か
ら
長
屋
王
家
・
二
条
大
路
木
簡

を
読
み
解
い
て
い
る
。
Ｂ
５
判
、
日
絵
八
頁
・
本
文
三
六
四
頁
。

販
売
は
吉
川
弘
文
館
か
ら
。
頒
価
は
一
一
〇
〇
〇
円

爺
苅
）。
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